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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る

安
曇
野
市
は
平
成
17
年
10
月
1
日
、
当

時
の
豊
科
町
・
穂
高
町
・
三
郷
村
・
堀

金
村
・
明
科
町
の
５
町
村
が
合
併
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
西
部
は
燕
岳
、
大
天

井
岳
、
常
念
岳
な
ど
海
抜
３
０
０
０
ｍ

級
の
山
々
が
連
な
る
北
ア
ル
プ
ス
が
そ

び
え
、
そ
の
山
々
を
源
と
す
る
中
房
川
、

烏
川
、
梓
川
、
高
瀬
川
が
流
れ
込
む
犀

川
が
あ
る
東
部
に
向
け
、
平
た
ん
な
複

合
扇
状
地
が
広
が
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
で
よ
う
や
く
丸
５
年
を
迎

え
る
本
市
で
す
が
、
そ
の
名
の
由
来
は
古

く
、
６
世
紀
後
半
に
九
州
か
ら
移
住
し
て

き
た
と
さ
れ
る
海
洋
民
族「
安
曇
族
」が
そ

の
起
こ
り
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
が

無
い
地
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
穂
高
神
社

の
「
御
船
祭
り
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

船
形
の
山
車
を
え
い
航
す
る
祭
り
が
多
く

残
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
名
残
だ
と
い
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
本
市
は
、
集
落
の
守
り
神
・
五
穀

豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
や
子
宝
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
「
道

祖
神
」
の
宝
庫
で
、
市
教
育
委
員
会
の
ま

と
め
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
５
５
０
体
を

超
え
ま
す
。
道
祖
神
に
ま
つ
わ
る
祭
事
も

多
く
、
奇
祭
と
し
て
知
ら
れ
る
「
福
俵
曳び

き
」
や
、
元
日
の
日
の
出
と
共
に
御
柱
を

立
て
る「
北
小
倉
の
御
柱
」な
ど
、
特
色
あ

る
祭
事
が
地
域
に
根
差
し
て
い
ま
す
。

「
田
園
産
業
都
市
」を
目
指
し
て

　

本
市
豊
科
地
域
の
前
身
で
あ
る
旧
豊

科
町
は
、
昭
和
27
年
に
当
時
の
長
野
県
で

は
町
村
と
し
て
初
め
て
と
な
る
工
場
誘
致

条
例
を
制
定
し
、
以
来
、
製
造
品
出
荷

額
で
県
内
１
位
を
誇
る
ま
で
に
成
長
を
遂

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
人
た
ち
の
努
力
と

英
知
の
積
み
重
ね
に
よ
り
開
か
れ
た
大
地

は
、
県
内
一
の
水
稲
収
穫
量
を
誇
る
“
信

州
の
米
ど
こ
ろ
”
と
な
り
、
本
市
の
景
観

と
人
々
の
生
活
の
礎
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
農
工
業
と
生
活

機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た｢

田

園
産
業
都
市｣

の
形
成
を
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ
で
重
要
な
鍵
の
一

つ
と
な
る
の
が
、
土
地
利
用
制
度
の
統

一
で
す
。

　

線
引
き
制
度
や
独
自
条
例
な
ど
、
旧
５

町
村
で
異
な
る
方
式
を
用
い
て
い
た
土
地

利
用
に
つ
い
て
、
現
在
、
早
期
の
統
一
に

向
け
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
景

観
や
住
環
境
を
保
全
し
つ
つ
秩
序
を
も
っ

て
都
市
機
能
を
集
約
し
、
産
業
に
つ
い
て

も
継
続
的
に
発
展
が
望
め
る
土
地
利
用
制

度
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
に
あ
っ
て
、
５
つ
の
町

村
が
対
等
な
立
場
で
新
設
合
併
し
た
本

市
の
ケ
ー
ス
は
、
全
国
で
も
ま
れ
な
事
例

と
い
え
ま
す
。
現
在
は
、
旧
町
村
の
役
場

庁
舎
を
中
心
と
し
て
８
つ
の
庁
舎
に
市
役

所
機
能
が
分
散
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
分
庁

方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
下
で
、
市
の
業
務
を
集
約
す
る
本

庁
舎
の
建
設
は
合
併
来
の
懸
案
事
項
で
あ

り
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
検
討
委
員

会
な
ど
で
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
合
併
の
目
的
で
も
あ
る
効
率
的

な
行
財
政
運
営
の
実
現
、
老
朽
化
し
た
旧

役
場
庁
舎
に
掛
か
る
コ
ス
ト
な
ど
を
か
ん

が
み
、
本
庁
舎
が
必
要
で
あ
る
と
の
方
向

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
特
例
債
の
期
限

な
ど
も
踏
ま
え
、
平
成
27
年
度
早
期
の

庁
舎
完
成
を
目
指
し
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

子
ど
も
は
社
会
の
宝 

子
育
て
支
援
策
の
拡
充

　

少
子
高
齢
化
の
傾
向
は
本
市
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
の
発
展
を
見
据
え

た
上
で
も
、
子
育
て
環
境
の
整
備
は
重
要

課
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
社
会
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
を
整

え
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
担
い
手
が
育
ち
、

ひ
い
て
は
そ
れ
が
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成
21
年
10

月
の
市
長
就
任
以
来
、
私
が
最
優
先
事
項

と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、
子
育
て

支
援
策
の
拡
充
で
す
。
近
隣
市
町
村
に
比

べ
割
高
感
の
あ
っ
た
保
育
料
を
見
直
し
、

こ
れ
ま
で
就
学
前
乳
幼
児
が
対
象
だ
っ
た

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
も
、
中
学
生
ま

で
そ
の
枠
を
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
公
立

保
育
園
の
改
修
や
小
中
学
校
の
耐
震
化
な

ど
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
進
め
て
き
ま
し

た
。
子
育
て
世
代
は
地
域
社
会
を
支
え
る

“
働
く
世
代
”で
も
あ
り
ま
す
。
子
育
て
支

援
の
充
実
は
、
働
く
世
代
に
と
っ
て
も
精

神
的
、
物
質
的
な
安
心
と
ゆ
と
り
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

信
州
Ｄ
Ｃ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で 

観
光
振
興

　

工
業
と
共
に
本
市
の
産
業
を
支
え
る

の
が
、
観
光
産
業
で
す
。
北
ア
ル
プ
ス

と
田
園
地
帯
が
織
り
成
す
雄
大
な
景
観
、

湯
量
豊
富
な
温
泉
資
源
、
個
性
あ
ふ
れ

る
数
々
の
美
術
館
・
博
物
館
な
ど
、
本

市
は
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
存
分
に
生
か
し

た
観
光
施
策
を
戦
略
的
に
進
め
る
べ
く
、

新
年
度
か
ら
商
工
観
光
部
を
新
設
し
取

り
組
み
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
折
し

も
本
年
は
、
10
月
か
ら
３
カ
月
間
、
Ｊ

Ｒ
６
社
と
長
野
県
内
観
光
関
係
者
や
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
観
光
誘
客
を
図

る「
信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
に
併
せ

市
内
で
は
、
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
豊
科
・
穂

高
・
有
明
の
３
駅
が
既
に
改
修
を
終
え
、

装
い
新
た
に
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
お
読
み
い
た
だ
い
て

い
る
皆
さ
ま
も
、
本
市
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

　

３
年
前
に
設
置
し
た
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
推
進
室
で
は
、
本
市
の
魅
力
を
全
国

へ
発
信
す
る
た
め
、
県
内
外
に
向
け
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
創

生
を
図
る
べ
く
、
地
元
の
作
家
に
よ
る

工
芸
・
芸
術
作
品
や
地
域
行
事
と
絡
め

た
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、
地

域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
市
の
新
た
な
特
産
品

創
出
を
目
指
し
、
ジ
ュ
ー
ス
用
ト
マ
ト
・

タ
マ
ネ
ギ
・
ア
ス
パ
ラ
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
・
黒
豆
の
５
品
目
を
、
市
の
重
点
作

物
に
指
定
。
そ
の
生
産
に
助
成
を
行
い
、

本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

共
に
響
き
合
え
る
安
曇
野
づ
く
り

　

私
は
こ
れ
ま
で
「
共
に
響
き
合
え
る
安

曇
野
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
掲
げ
、
数
々

の
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

市
民
の
暮
ら
し
と
自
然
の
営
み
、
各
種
産

業
の
調
和
が
本
市
の
魅
力
の
一
つ
と
い
え

ま
す
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
“
響

き
合
え
る
”
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安あ

づ

み

の

曇
野
市（
長
野
県
）

安
曇
野
市
長
　
宮み

や
ざ
わ
む
ね
ひ
ろ

澤
宗
弘

産
業
・
地
域
・
暮
ら
し
が

共
に
響
き
合
う
安
曇
野
を
目
指
し
て

船形の山車をえい航する穂高神社の「御船祭り」

◆ 

面
積　
　

３
３
１
・
82
㎢

◆ 

人
口　
　

９
万
９
２
４
２
人

◆ 

世
帯
数　

３
万
６
８
２
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ　

こ
こ
ろ
輝
く　

田
園
都
市　

安
曇
野

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
水
稲
収
穫
量
、
製
造
品
出

荷
額
が
共
に
長
野
県
１
位
を
誇
り
、
豊
か

な
自
然
と
産
業
、
人
々
の
暮
ら
し
が
共
に

息
づ
く
田
園
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
10
月
1
日
、
豊

科
町
、
穂
高
町
、
三
郷
村
、
堀
金
村
、
明

科
町
の
５
町
村
が
新
設
合
併

〔
特
産
品
〕ワ
サ
ビ
、ニ
ジ
マ
ス
、信
州
そ
ば
、

穂
高
天
蚕
糸
、
信
州
り
ん
ご
、
タ
マ
ネ
ギ
、

凍
り
餅

〔
観
光
〕
わ
さ
び
田
、
碌
山
美
術
館
、
田
淵

行
男
記
念
館
、
安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美

術
館
、
安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館
、
穂

高
温
泉
郷
、
長
峰
山
、
北
ア
ル
プ
ス
登
山
、

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
、
旧
国
鉄

篠
ノ
井
線
廃
線
敷
、
あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工

房〔
イ
ベ
ン
ト
〕
あ
づ
み
の
公
園
早
春
賦
音
楽

祭
、
信
州
安
曇
野
あ
や
め
ま
つ
り
、
あ
づ

み
野
祭
り
、
信
州
安
曇
野
わ
さ
び
祭
り
、

安
曇
野
花
火
、
信
州
安
曇
野
薪
能
、
穂
高

神
社
御
船
祭
り
、
安
曇
野
観
光
草
競
馬
大

会
、
ア
ル
プ
ス
ス
カ
イ
グ
ラ
ン
プ
リ
、
安

曇
野
フ
ェ
ス
タ

安曇野市長

宮澤宗弘

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

長野市

安曇野市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

刈
谷
市
は
、
地
理
的
に
は
愛
知
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
歴
史
的
に
は
天

文
２
年
（
１
５
３
３
年
）
に
徳
川
家
康
の

生
母
於
大
の
方
の
父
・
水
野
忠
政
に
よ
っ

て
刈
谷
城
が
築
城
さ
れ
、
城
下
町
と
し

て
商
業
、
農
業
を
中
心
に
繁
栄
し
て
き

ま
し
た
。
明
治
21
年
に
は
東
海
道
本
線

が
開
通
し
、
刈
谷
駅
が
設
置
さ
れ
、
大

正
３
年
に
は
三
河
鉄
道
（
現
名
鉄
三
河

線
）
が
開
通
す
る
な
ど
、
交
通
の
要
衝
と

し
て
発
展
、
地
方
商
業
都
市
的
色
彩
を

濃
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
大
正
末
期

に
ト
ヨ
タ
系
企
業
の
誘
致
に
よ
り
近
代

産
業
都
市
と
し
て
の
足
掛
か
り
を
得
る

と
と
も
に
、
積
極
的
な
工
業
化
施
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
25
年
、
県

下
で
11
番
目
の
市
と
し
て
産
声
を
上
げ

た
本
市
は
、
本
年
、
市
制
施
行
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ　

 

　

〜
新
た
な
る
始
ま
り
〜

　

本
市
は
、
平
成
15
年
ス
タ
ー
ト
の
第

６
次
総
合
計
画
の
下
で
、
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
（
岩
ケ
池
公
園
）、
フ
ロ
ー

ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ
さ
み
と
依
佐
美
送
信

所
記
念
館
、
Ｊ
Ｒ
野
田
新
町
駅
、
ウ
ィ

ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷
（
新
体
育
館
）、
刈

谷
駅
南
地
区
の
再
開
発
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
都
市
機
能
の
充
実
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年
、

新
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
刈
谷
駅
北

口
広
場
の
整
備
、
新
庁
舎
の
整
備
も
完

了
の
見
込
み
で
、
市
民
生
活
を
支
え
る

都
市
機
能
の
整
備
も
一
定
の
完
了
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

　

特
に
、
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
の
刈
谷

Ｐ
Ａ
と
一
体
的
に
整
備
し
た
刈
谷
ハ
イ

ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
は
、
平
成
16
年
の
開

園
以
来
多
く
の
方
に
来
場
を
い
た
だ
き
、

今
で
は
東
名
高
速
道
路
の
海
老
名
Ｓ
Ａ

に
次
ぐ
集
客
力
を
誇
り
、
本
市
の
新
し

い
名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
４
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
１
５
４
１
席
の

ホ
ー
ル
を
備
え
、
刈
谷
駅
に
隣
接
し
名

古
屋
駅
か
ら
も
約
20
分
と
い
う
立
地
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
市
民
を
は
じ
め
多
く

の
方
に
利
用
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
施
設
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
都
市
機
能
の
整
備
と
併
せ
、

“
共
存
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
”
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。
市
長
就
任
時
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
、“
住
み
た
い
”“
住
み
続
け
た
い
”

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
“
元
気
で
幸

せ
”
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
、
市
民
力
・
地
域
力
・
総
合
力
を
大

切
に
し
た
い
と
お
約
束
を
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
多
様
な
主
体
が
ま
ち
づ

く
り
に
か
か
わ
り
、
一
人
一
人
が
主
体
的

に
行
動
し
、
薄
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
絆

を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
共

存
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定

や
市
民
活
動
支
援
基
金
の
創
設
な
ど
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
市
制
施
行
60
周
年

を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
今
ま
で

の
取
り
組
み
を
基
礎
と
し
て
、
市
民
と

共
に
育
て
る
か
り
や
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
育
て
る　

　

〜
歴
史
や
文
化
へ
の
回
帰
〜

　

本
市
に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
「
小
堤

西
池
の
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
」
に
代
表
さ
れ

る
自
然
が
あ
ふ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
る
天
下
の
奇
祭
「
万
燈

祭
」
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
伝
統
文
化

が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
11
年
、

豊
田
自
動
織
機
製
作
所
に
お
い
て
市
販

乗
用
車 

（
ト
ヨ
ダ
Ａ
Ａ
型
）
を
完
成
さ
せ

た
ト
ヨ
タ
自
動
車
発
祥
の
地
で
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
と
文
化
、
産
業
が
調

和
し
た
都
市
の
活
力
と
魅
力
を
生
か
し
、

こ
の
ま
ち
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
掘
り

起
こ
し
、
ふ
る
さ
と
の
誇
り
を
は
ぐ
く

む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
刈
谷
城
の
復
元
や
歴
史

博
物
館
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
城

跡
は
亀
城
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
城
跡
の
面
影
は
な
く
、
隅
櫓
、

城
門
、
石
垣
な
ど
の
復
元
を
進
め
、
歴

史
博
物
館
と
共
に
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
「
や
す
ら
ぎ
」「
い
き
が
い
」「
う
る
お

い
」「
い
ろ
ど
り
」「
し
ん
ら
い
」。
こ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
市
政
経
営
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
各
種
施
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
厳
し
い
社
会
経
済
状
況
の
中

で
は
、「
や
す
ら
ぎ
」「
い
き
が
い
」
を
重

点
課
題
と
し
て
、
市
民
の
安
心
感
を
大

切
に
し
た
施
策
を
中
心
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
市
民
生
活

を
支
え
な
が
ら
、「
う
る
お
い
」「
い
ろ
ど

り
」
と
い
う
ま
ち
の
魅
力
や
誇
り
づ
く

り
、「
し
ん
ら
い
」
と
い
う
行
政
経
営
改

革
に
も
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
が
、
輝
け
る

地
域
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
か
り
や
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

刈か

り

や谷
市（
愛
知
県
）

刈
谷
市
長
　
竹た

け
な
か中
良よ

し
の
り則

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
紡
ぐ

ま
ち
づ
く
り

亀城公園整備事業（イメージパース）

万燈祭り

刈谷ハイウェイオアシス

◆ 

面
積　
　

50
・
45
㎢

◆ 

人
口　
　

14
万
５
２
４
５
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
１
４
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
に
や
さ
し
い
快
適
産
業

文
化
都
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
ト
ヨ
タ
系
企
業
を
中
心
と

す
る
堅
調
な
産
業
基
盤
に
支
え
ら
れ
、
全

国
有
数
の
財
政
力
を
誇
り
、
歴
史
や
自
然

に
も
恵
ま
れ
、
市
民
福
祉
の
充
実
し
た
住

み
や
す
い
ま
ち

〔
特
産
品
〕
ス
イ
カ
、
切
干
大
根

〔
観
光
〕
刈
谷
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
、
小

堤
西
池
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
、ミ
サ
サ
ガ
パ
ー

ク
、
フ
ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
よ
さ
み

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
桜
ま
つ
り
（
亀
城
・
洲
原
公

園
）、
大
名
行
列
、
万
燈
祭
り
、
わ
ん
さ
か

祭
り
、
刈
谷
市
民
総
踊
り
、
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｙ

Ａ
洲
原
音
楽
祭

刈谷市長

竹中良則

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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わが
を
語
る

市
概
要

　

門
真
市
は
大
阪
府
の
東
北
部
に
位

置
し
、
標
高
は
低
く
平
た
ん
な
地
形
の

ま
ち
で
す
。
古
代
か
ら
豊
か
な
穀
倉

地
帯
で
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
が
天
領

と
な
り
水
郷
農
村
を
形
成
し
て
い
ま
し

た
。
洪
水
か
ら
蔵
を
守
る
た
め
石
垣
を

積
み
上
げ
た
「
段だ

ん
ぐ
ら蔵

」
や
、
湿
田
の
水
路

の
水
位
調
整
と
舟
の
通
行
を
可
能
に
す

る
「
バ
ッ
タ
リ
」
が
つ
く
ら
れ
、
米
作
り

以
外
に
も
レ
ン
コ
ン
栽
培
が
活
発
化
し
、

現
在
は
「
河
内
レ
ン
コ
ン
」
の
名
で
知
ら

れ
る
特
産
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
８
年
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式

会
社
の
前
身
で
あ
る
松
下
電
器
製
作
所

が
立
地
し
、
道
路
整
備
と
相
ま
っ
て
下

請
け
・
関
連
工
場
が
集
積
し
始
め
ま
し

た
。
昭
和
38
年
に
は
単
独
市
制
を
実
施

し
、
昭
和
40
年
の
国
勢
調
査
で
は
全
国

１
位
の
人
口
増
加
率
を
示
す
な
ど
、
高

度
経
済
成
長
と
共
に
飛
躍
的
に
人
口
が

増
加
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
と
隣
接
し
、
東
西
４
・
９
㎞
、

南
北
４
・
３
㎞
の
市
域
内
に
京
阪
電
鉄
を

は
じ
め
大
阪
市
営
地
下
鉄
お
よ
び
大
阪

モ
ノ
レ
ー
ル
の
３
路
線
７
カ
所
の
駅
が

あ
り
、
通
勤
や
通
学
に
便
利
な
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
３
月
に

は
大
阪
と
京
都
を
結
ぶ
第
二
京
阪
道
路

が
全
線
供
用
開
始
し
た
こ
と
で
、
経
済

活
動
や
ま
ち
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

夢
を
現
実
に
す
る
計
画

　

平
成
31
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
門

真
市
第
５
次
総
合
計
画
」
を
本
年
３
月
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

市
民
と
行
政
が
新
た
な
気
持
ち
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
人（
意
識
）が
変
わ
る
こ

と
で
ま
ち
が
発
展
し
、
ま
ち
が
変
わ
る

こ
と
で
よ
り
人
が
繁
栄
す
る
と
い
う
「
生

成
し
発
展
し
て
い
く
し
く
み（
環
）」を
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
本
市
の

将
来
像
を「
人
・
ま
ち“
元
気
”体
感
都
市   

門
真
」と
定
め
ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
り
市
民
と
行
政
が
共
に

つ
く
り
共
有
す
る
計
画
を
基
本
と
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
意
見
を
反

映
で
き
る
よ
う
、
市
民
意
識
調
査
を
は

じ
め
、
市
民
団
体
へ
の
取
り
組
み
調
査
、

企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
公
募
市
民

に
よ
る
「
門
真
未
来
市
民
会
議
」、
市
内

の
小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
門
真
の

未
来
子
ど
も
会
議
」、
総
合
計
画
原
案
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
積
極
的
な
市

民
に
参
画
を
い
た
だ
き
「
自
ら
の
ま
ち
づ

く
り
は
自
ら
で
考
え
、
自
ら
の
手
で
つ

く
り
上
げ
る
」
と
い
う
熱
意
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
が
求
め

る
地
域
主
権
へ
の
足
掛
か
り
と
し
て
第

一
歩
を
踏
み
出
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
計
画
策
定
時
の
市
民
意

識
調
査
と
比
べ
て
、
本
市
に
定
住
し
た

い
人
の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

若
い
世
代
ほ
ど
将
来
的
に
移
住
を
検
討

し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
今
後
は
移
住
意
向
と
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
、

市
民
が
ふ
る
さ
と
と
し
て「
誇
り
」と「
愛

着
」
を
持
て
る
よ
う
な
定
住
都
市
へ
と
転

換
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
本
計
画
で
は
協
働
を
機
軸

に
据
え
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
中
で
も
重
点
的
に

取
り
組
む
課
題
と
し
て
「
生
き
る
力
を
育

て
る
」「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
持
続
可
能
な
都
市
経
営
」
の
３
つ
を
掲

げ
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
「
生
き
る
力
を
育
て
る
」
で

は
、
子
ど
も
自
ら
が
学
び
考
え
る
力
を

確
実
に
身
に
付
け
る
た
め
、
基
礎
的
学

力
の
向
上
や
創
造
性
・
社
会
性
を
は
ぐ

く
む
教
育
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、
そ
の
具
体
策
と
し
て
、

全
小
・
中
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導
入
し
、
子
ど
も

た
ち
の
授
業
へ
の
興
味
や
集
中
力
を
高

め
学
力
向
上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を
目
的

と
し
た
教
育
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
若

手
教
員
の
授
業
力
向
上
、
研
修
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
小
学
校
に
学
力
向

上
支
援
員
を
配
置
し
、
学
校
が
主
体
的

に
授
業
改
善
が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
も

行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
放
課
後
の
学
習
習
慣
の
定

着
を
目
的
と
し
て
、
大
学
生
や
退
職
教

員
か
ら
な
る
学
習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
「
ま
な
び
舎
」
事
業
を
推
進
し
、

土
曜
日
に
は
、
中
学
校
区
単
位
で
設
立

さ
れ
て
い
る
学
校
支
援
地
域
本
部
と
連

携
し
て
「
か
ど
ま
土
曜
自
学
自
習
室
サ
タ

ス
タ
」
事
業
を
全
小
・
中
学
校
で
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

２
つ
目
の
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
」で
は
、
門
真
に
し
か
な
い
特
色
あ
る

魅
力
的
な
「
ま
ち
の
顔
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
く
た
め
、
本
市
公
共
施
設
で
初
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
手
法
に
よ
る
新
統
合
中
学
校
を
平

成
24
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
て
現
在

工
事
を
進
め
て
お
り
、
自
然
通
風
換
気
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
環
境
技
術
を
取
り
入
れ
た

エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
周
辺
地
区
に
お
い
て

木
造
老
朽
住
宅
な
ど
に
よ
る
密
集
市
街

地
を
改
善
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し

た
低
炭
素
タ
ウ
ン
の
先
導
的
モ
デ
ル
も

視
野
に
入
れ
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

　

３
つ
目
の
「
持
続
可
能
な
都
市
経
営
」

で
は
、
市
民
の
目
線
を
重
視
し
、
施
策

の
達
成
度
の
点
検
、
評
価
、
改
善
を
行

う
進
行
管
理
を
含
め
、
協
働
の
理
念
の

下
、
あ
ら
ゆ
る
主
体
が
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
な
り
参
画
す
る
都
市
経
営
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
の
高
い
施
策
を
実
行
で

き
る
よ
う
選
択
と
集
中
に
よ
る
市
政
の

運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
８
月
に
は
外
部
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
事
業
見
直
し
の
手
法
で

あ
る
「
事
業
仕
分
け
」
を
市
民
と
の
協
働

で
実
施
し
、
こ
の
結
果
を
平
成
23
年
度

以
降
の
事
業
検
討
に
生
か
し
ま
す
。

最
後
に

　
「
人
」
が
ま
ち
を
は
ぐ
く
み
、「
ま
ち
」

が
人
を
は
ぐ
く
む
元
気
な
ま
ち
を
「
体

感
」
で
き
る
門
真
の
実
現
に
向
け
、
次
代

を
担
う
本
市
の
子
ど
も
た
ち
に
「
こ
の
ま

ち
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら

も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
職
員

一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

門か

ど

ま真
市（
大
阪
府
）

門
真
市
長
　
園そ

の

べ部
一い

っ
せ
い成

市
民
み
ん
な
で
創
る

人
・
ま
ち“
元
気
”体
感
都
市
　
門
真

春の風物詩となっている「砂子水路」の桜農業まつりで飛ぶように売れる「河内レンコン」

◆ 

面
積　
　

12
・
28
㎢

◆ 

人
口　
　

13
万
１
０
７
３
人

◆ 

世
帯
数　

６
万
6
9
2
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
・
ま
ち
“
元
気
”
体
感

都
市　

門
真

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
大
阪
市
に
隣
接
し
て
い
る

立
地
条
件
も
あ
り
、
鉄
道
や
道
路
網
が
充

実
し
て
お
り
、
大
阪
府
内
で
も
有
数
の
交

通
利
便
性
を
持
つ
平
坦
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち

〔
特
産
品
〕
河
内
レ
ン
コ
ン
、
家
電
製
品

〔
観
光
〕
三
島
神
社
の
薫
蓋
樟
、
砂
子
水
路

の
桜
並
木
、
幣
原
兄
弟
記
念
碑
、
バ
ッ
タ

リ
（
水
位
調
整
と
舟
の
通
行
を
可
能
に
す

る
た
め
の
樋
門
）

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
門
真
市
文
化
祭
、
校
区
門

真
ま
つ
り
、
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

i
n 

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ａ
、
門
真
市
吹
奏
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
守
口
・
門
真
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ふ
れ
愛
・
に
ぎ
わ
い
！

ラ
ブ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
、
わ
が
ま
ち
門
真
市

民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

門真市長

園部一成

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大阪市

門真市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

入
道
雲
と
照
り
つ
け
る
夏
の
日
差
し
。

夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

「
朝
ぼ
ら
け　

す
が
る
宵
猫　

恋
陽
炎 

打
ち
水
ま
い
て　
風
通
る
」（
島
津
得
雲
）。

　

周
南
市
は
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
旧

徳
山
市
を
中
心
に
、
2
市
2
町
が
合
併

し
た
ま
ち
で
す
。
人
口
約
15
・
3
万
人
、

約
6
・
7
万
世
帯
。
東
京
23
区
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
。
長
大
な

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
群
、
県
内
一
の
製
造
品

出
荷
額
、
全
国
23
位
。
市
内
総
生
産
は

県
内
ト
ッ
プ
の
９
１
４
８
億
円
。
実
に
、

県
全
体
の
16
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
生

い
茂
る
山
、
清
く
豊
か
な
水
、
豊ほ

う
じ
ょ
う穣
の

大
地
、
恵
み
の
海
。
産
業
、
交
通
、
自
然
、

文
化
、
伝
統
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
源

に
恵
ま
れ
た
潜
在
能
力
の
高
い
、「
県
内

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
都
市
」で
す
。

　

本
市
を
訪
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
、

ア
ー
サ
ー
ビ
ナ
ー
ド
氏
は
、
徳
山
湾
を

「
東
洋
の
エ
ー
ゲ
海
」
と
た
た
え
ま
し
た
。

「
吉
」
に
囲
ま
れ
、「
幸
」
が
組
み
込
ま
れ

た
「
周
南
市
」。
い
い
ま
ち
、
い
い
ひ
と
、

い
い
く
ら
し
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
を
、
そ
う
い
う
目
で

見
て
、
感
じ
て
、
思
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
志
高
く
、
確
実
に
、
着
実
に
、
誠

実
に
、
1
・
2
・
3
の
施
策
で
、
強
い

周
南
、
や
さ
し
い
周
南
、
そ
し
て
あ
こ

が
れ
の
周
南
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

大
人
虎
変
と
同
寅

　

本
年
は
「
寅
年
」
で
す
。
そ
こ
で
、
2

つ
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
1
つ
は
、「
大た

い
じ
ん
こ
へ
ん

人
虎
変
」
と
い
う

言
葉
。
中
国
の
原
典
に
よ
る
と「
大
人
は

虎
変
し
、
小
人
は
面
を
革あ

ら
た
む
」
と
あ
り

「
大
人
は
、
虎
の
毛
が
き
っ
ぱ
り
抜
け
変

わ
る
よ
う
に
、
鮮
や
か
に
刷
新
し
、
小

人
は
上
っ
面
の
変
化
で
ご
ま
か
す
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

2
つ
目
は
「
同
寅
」
と
い
う
言
葉
。
仲

間
と
手
を
携
え
る
、
す
な
わ
ち
、
ベ
ク

ト
ル
を
1
つ
に
し
て
、
市
民
力
と
職
員

力
、
そ
し
て
地
域
力
で
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
で
す
。
日ひ

び
こ
れ
あ
ら
た

々
是
新

で
な
い
と
と
て
も
こ
の
変
化
に
つ
い
て

い
け
ま
せ
ん
。
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
を

刻
々
と
追
い
求
め
て
更
新
刷
新
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

市
職
員
に
望
む

　

1
つ
目
は
、「
市
民
の
目
線
」
で
考
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
民
の
目
線
で

同
じ
土
俵
。
1
・
2
・
3
の
施
策
。
同

じ
ベ
ク
ト
ル
で
、
微
笑
み
を
も
っ
て
。

　

2
つ
目
は
、「
等
し
か
ら
ざ
る
を
憂

う
」
で
す
。「
吏
道
」
す
な
わ
ち
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
期
待
さ
れ
る
公
務
員
を

念
頭
に
、
市
民
の
日
々
の
暮
ら
し
を
思

い
、
案
じ
る
こ
と
。

　

3
つ
目
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
で
す
。
市

場
開
拓
力
と
金
利
感
覚
を
身
に
付
け
、

世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
を
敏
感
に
感
じ
、
元

気
と
た
く
ま
し
さ
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
。

　

本
年
は
私
が
掲
げ
る
い
く
つ
か
の
施

策
が
計
画
段
階
を
経
て
、
い
よ
い
よ
動

き
出
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
。
中
山
間
地
域
再
生
戦

略（“
い
の
ち
育
む
里
づ
く
り
”部
創
設
）。

徳
山
毛
利
藩
開
府
３
６
０
年
記
念
事
業
。

周
南
再
生
連
鎖
連
動
予
算
。

　

正
々
の
御み

は
た旗
「
す
べ
て
は
市
民
の
た
め

に
」
の
下
で
、
新
た
な
施
策
の
展
開
に
際

し
て
も
、
全
職
員
で
堂
々
の
陣
立
て
「
変

わ
り
、
変
え
て
」
の
志
を
持
ち
、
大
い
に

奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。

振ぶ

れ
ず
、
恐
れ
ず
、
怯ひ
る

ま
ず

　

さ
て
、
市
長
に
な
っ
て
心
掛
け
て
い

る
こ
と
。
そ
れ
は
、
誰
の
た
め
の
、
何

の
た
め
の
市
長
か
常
に
自
問
自
答
す
る

こ
と
で
す
。
還
暦
す
ぎ
て
、
世
間
の
悲

哀
と
あ
り
が
た
み
、
そ
し
て
弱
者
の
辛

苦
が
少
し
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
ド
感
と
金
利
感
覚
、「
検
討
し

ま
す
」「
で
き
ま
せ
ん
」
は
禁
句
。
安
心
・

安
全
・い
の
ち
最
優
先
。
現
地
現
場
主
義
、

土
日
が
勝
負
、
休
み
な
し
、
新
築
よ
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
周
南
百
年
の
基
軸
、

長
寿
日
本
一
、
腕
白
日
本
一
、
楽
市
楽

座
、
国
際
都
市
、
観
光
立
市
、
環
境
立
市
、

産
業
立
市
、
水
資
源
戦
略
、
日
本
の
桃

源
郷
。
入
る
を
量は

か

り
て
出
ず
る
を
制
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
己
に
課
し
た
宿
題

は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。「
志
を
立
て
、

以も

っ
て
万
事
の
源
と
な
す
」。
吉
田
松

陰
先
生
は
「
士
規
七
則
」
三
端
の
最
初
で

「
志
」
が
す
べ
て
の
源
に
な
る
と
説
か
れ

て
い
ま
す
。
私
は
、「
振
れ
ず
、
恐
れ
ず
、

怯
ま
ず
」、
い
か
な
る
状
況
に
あ
ろ
う
と

も
、「
周
南
再
生
」
に
す
べ
て
の
精
力
を

傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

動
き
出
し
た
周
南
再
生

　

地
方
行
政
の
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
厳
し
さ
」

な
き
自
治
体
運
営
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年

末
に
な
れ
ば
、「
激
動
の
一
年
、
大
き
く

変
化
し
た
一
年
」
と
恒
例
の
よ
う
に
語
ら

れ
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
「
変
わ
ら
な
い
、

動
か
な
い
一
年
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
変
わ
る
こ
と
」「
留
ま
ら
な
い
こ
と
」
は

万
物
の
摂
理
で
あ
り
、
現
代
は
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
輻ふ

く
そ
う輳

し
て
、
激
し
く
動
く
こ
と
で
、

日
々
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
歴
史
が
形
成

さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
「
変
わ
る
こ
と
」
を
常
と
し
、「
変
わ
る

こ
と
」
を
い
と
わ
な
い
柔
軟
な
行
動
力
が

地
方
行
政
に
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
厳
し
さ
」
を
口
に
す
る
前
に
、
そ

れ
を
原
動
力
と
と
ら
え
、
知
恵
と
工
夫

と
高
き
志
で
「
周
南
ら
し
さ
」
を
し
っ
か

り
と
描
き
続
け
ま
す
。

　

そ
し
て
、
内
に
あ
っ
て
は
高
い
住
民

満
足
度
を
獲
得
す
る
こ
と
に
ま
い
進
し
、

外
に
あ
っ
て
は
「
あ
こ
が
れ
る
」
本
市
を

目
指
し
て
、
斬
新
で
、
先
取
的
に
、
常

に
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
姿
勢
で
、
職
務
を
遂

行
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
も
市
長
就
任
以
来
、
こ
の
5
月
で

ち
ょ
う
ど
3
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ア
、
周
南
再
生
が
動
き
出
し
た
。

槌
音
響
く
周
南
へ
。

　

県
内
は
も
と
よ
り
、
外
国
、
そ
し
て

日
本
全
国
の
自
治
体
か
ら
「
周
南
は
い
い

な
、
素
晴
ら
し
い
な
、
行
っ
て
み
た
い
な
」

と
評
価
さ
れ
る
「
強
い
周
南
、
や
さ
し
い

周
南
、
そ
し
て
あ
こ
が
れ
の
周
南
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

周し
ゅ
う
な
ん南
市（
山
口
県
）

周
南
市
長
　
島し

ま

づ津
幸ゆ

き

お男

「
強
い
周
南
、
や
さ
し
い
周
南
、

あ
こ
が
れ
の
周
南
」を
目
指
し
て

10 万個のイルミネーション「周南冬のツリーまつり」

開園 50 周年を迎えた「周南市徳山動物園」

◆ 

面
積　
　

6
5
6
・
32
㎢

◆ 

人
口　
　

15
万
3
1
5
8
人

◆ 

世
帯
数　

6
万
7
6
1
5
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
強
い
周
南
、
や
さ
し
い
周

南
、
あ
こ
が
れ
の
周
南

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
生
い
茂
る
山
、
清
く
豊
か

な
水
、
豊
穣
の
大
地
、
恵
み
の
海
を
有
す

る
国
内
で
も
有
数
の
工
業
・
港
湾
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
15
年
4
月
21
日
、
徳

山
市
、
新
南
陽
市
、
熊
毛
町
、
鹿
野
町
の

2
市
2
町
が
山
口
県
で
最
初
の
合
併
を
実

現
。
新
た
に
「
周
南
市
」
が
誕
生
し
た

〔
特
産
品
〕
粭
島
の
ト
ラ
フ
グ
、
S

 

U

 

G

 

A

 

N
E
徳
山
巨
峰
ワ
イ
ン
、
都
濃
肥
牛
、
夜

市
ご
ぼ
う
・
さ
と
い
も
、
徳
山
み
か
げ
石

〔
観
光
〕
周
南
市
徳
山
動
物
園
、
徳
山
競
艇

場
、
湯
野
・
三
丘
・
呼
鶴
・
石
船
温
泉
、

漢
陽
寺
、
須
金
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
、
八
代

の
ナ
ベ
ヅ
ル

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
花
と
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
徳
山
港
海
上
花
火
大
会
、
周
南
冬
の

ツ
リ
ー
ま
つ
り
、
永
源
山
公
園
つ
つ
じ
祭

り
、
徳
山
駅
前
骨
董
市

周南市長

島津幸男

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

プ
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山口市

周南市


